北病棟チームカンファレンス記録
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平成２４年２月１０日　(金)　　　司会：上口　昌範　　記録：木村　巴

	松橋
	上口
	山田
	苅田
	岩藤
	久保
	佐々木（正）
	滝田
	藤原
	三浦
	赤坂

	年休
	○
	病欠
	深夜
	○
	準夜
	年休
	業務
	公休
	○
	公休

	中村
	水上
	佐々木（孝）
	木村
	油津
	廣瀬
	佐々木（大）
	
	
	
	

	深夜
	準夜
	欠勤
	○
	公休
	○
	○
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・弘前大学より看護研究のアンケートの協力依頼が来ていますのでご協力お願いします。

　看護スタッフ対象となっていますので、2/13（月）までに記入お願いします。

・他病棟のスタッフがインフルエンザに罹患したとの報告あります。手洗い・うがいを徹底し感染予防に努めましょう。

＜患者様連絡事項＞
・林　田鶴子様～排便コントロールの為、予測指示の希望時、シンラック液内服が継続となっています。

引き続き排便状況の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　　また本日15:00から12日15:00までご家族様付き添いにて外泊となっています。

　　　　　　　　帰院後の精神症状の変化を観察していきましょう。

・赤坂　順市様～現在は服薬への拒否無く服用出来ていますが、拒薬時経過観察の予測指示継続となっています。引き続き服薬状況を観察し、拒薬ある場合には指示に従った対応してください。

・五日市　規様～本日16:00～19:00まで青山荘へ体験利用の予定となっています。帰院後の精神症状の変化を観察していきましょう。

・浅野　秀子様～本日歯科受診予定となっていましたが、「どうせ見てくれないから」「松尾歯科へ行く」と話し、歯科受診拒否しています。拒否後、無断で東病棟の方向へ行こうとする事あり介入し不機嫌さみられています。些細なことで精神症状が崩れる恐れがあるので発言内容や行動を観察し適宜、介入を行っていきましょう。

・中居　松男様～本日15:00よりスタッフ付き添いにて松尾歯科を受診。レントゲン撮影と患部の消毒を行っています。次回は2/14　15:00受診予定となっています。

・菊地　明子様～本日朝食の声がけに対し素っ気無さあり、離床に時間を要しています。

　　　　　　　　プログラムは体調不良を理由に不参加となっています。午後より活動性増し、日課やプログラムへ参加できています。気分の落ち込みが見られる場合には、訴えと傾聴し安心感を持てるような関わりを行っていきましょう

・倉橋　生子様～昨日、婦人科診察していますが、その後も出血を気にし他科受診したいと話されています。主治医診察時、経過を報告し今後の方向性を決定していきます。昼食後の服薬時に菊池様についてスタッフへ多弁気味に話し続ける事があります。干渉的となり周囲の患者様ともトラブルとならないよう適宜介入していきましょう。

＜SSTミーティング＞

　プレミーティングを有効に活用しターゲットや課題について。進行方法などを密に打ち合わせて実施し効果的なＳＳＴになるよう運営していきましょう。また、ＳＳＴ後、患者様の日常の取り組み状況も観察しＳＳＴの場でフィードバック出来る様にしていきましょう。
＜猪股Dr患者様評価・診察状況＞

・五日市　規様～本日青山荘への見学予定となっています。

　　　　　　　　診察では、青山荘への体験利用を実施しながら今後について進めていく様主治医から本人へ説明しています。また血液検査データの結果から中性脂肪が高い事も説明受けており、身体管理について本人と振り返りの場を持っていきましょう。

・中野渡鉄男様～主治医より服薬自己管理について、1週間管理で進めていくよう許可得ています。担当スタッフは1週間の自己管理に向けて進めていきましょう。

・布施　邦雄様～本日父様の面会あり、小遣い銭2000円受け取っています。ニヤつきや気分の高揚さも見られていますが、落ち着いている事を主治医へ情報提供しています。

　　　　　　　　診察時は、主治医より11月の血液検査データでは血糖が高かったが現在は数値も落ち着いている事を本人へ伝えています。本人からはDNAに関する訴えが聞かれ、終始ニヤついていたとの事です。気分高揚し他者とのトラブルとならないよう精神症状の観察を行っていきましょう。

・井上　和美様～身辺整理時に「本が沢山積み重なっている」というスタッフからの声掛けに対し表情硬く「どうせ退院出来ないから」と悲観的な発言聞かれていますが、　　　　　　　　会話を続けることで表情穏やかとなっています。

　　　　　　　　周囲の会話を被害的に捉え攻撃的となる可能性があるので、発言や行動に注意し他者とトラブルにならないよう適宜、介入を行っていきましょう。






















